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　 こ の 視 野 角 を 広 げ る た め に は 反 射 体 の 反 射 特 性 （ 光 の 集 中 と 分 散 ） を 制 御 す る こ と が 必
要 で あ り 、 こ れ ま で 多 く の 検 討 が な さ れ て き た 。 反 射 体 の 反 射 特 性 を 制 御 す る 方 法 と し て
は 、 反 射 面 （ 金 属 薄 膜 層 ） を 形 成 す る 基 材 （ 高 分 子 フ ィ ル ム ） を 凹 凸 化 す る 方 法 が 一 般 的
で あ る 。 凹 凸 化 方 法 と し て は 、
（ １ ） 高 分 子 フ ィ ル ム 表 面 に エ ン ボ ス 加 工 を 施 し 凹 凸 構 造 を 形 成 し た 後 、 表 面 を 溶 剤 で 処
理 し て 滑 ら か に す る 方 法 。
（ ２ ） 高 分 子 フ ィ ル ム 表 面 に Ｓ ｉ Ｏ 2 な ど の 粒 子 を 高 圧 空 気 と と も に 吹 き 付 け る サ ン ド ブ
ラ ス ト 方 法 。
（ ３ ） エ ッ チ ン グ 法 な ど の 化 学 的 方 法 。
な ど が 挙 げ ら れ る 。 し か し な が ら 、 （ １ ） 、 （ ２ ） の 方 式 で は 、 機 械 的 物 理 的 方 法 に よ り
フ ィ ル ム 表 面 に 凹 凸 形 状 を 形 成 す る 方 式 の た め 、 フ ィ ル ム の 材 質 の 選 択 の は ば が 狭 く ま た
、 厚 み も あ る 程 度 厚 く し な け れ ば な ら な い と い う 欠 点 が あ る 。 ま た 、 （ ２ ） の 方 法 で は 硬
い サ ン ド （ Ｓ ｉ Ｏ ２ ） の 形 状 が 不 均 一 な こ と か ら 、 得 ら れ る 凹 凸 形 状 も 激 し く か つ 、 不 均
一 に れ て お り 、 ア ル カ リ 溶 液 処 理 な ど で 表 面 の 一 部 を 溶 解 し て も 、 こ の れ を 十 分 に 均
一 化 す る こ と が で き ず 、 え ら れ る 凹 凸 構 造 が 非 常 に 不 均 一 に な る と い う 欠 点 が あ る 。 さ ら
に ま た 、 （ ３ ） の よ う な 化 学 的 方 法 に お い て も 、 フ ィ ル ム の 材 質 の 選 択 が シ ビ ア で あ り ま
た 、 処 理 後 の 洗 浄 乾 燥 が 大 変 で あ る と い う 欠 点 が あ る 。
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